
プレバソン粒剤（農林水産省登録番号 第２３００７号） 

適用病害虫の範囲及び使用方法                               令和４年７月６日現在 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 

使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の総

使用回数 

さとうきび 

ﾒｲﾁｭｳ類 4～6kg/10a 

植付時 

1 回 

植溝土壌混和 

4 回以内 

(粒剤は 1 回以 

内、水和剤は 

3 回以内) 

生育期 

但し最終培

土まで 

株元散布 

ﾂﾏｼﾞﾛｸｻﾖﾄｳ 6kg/10a 

植付時 植溝土壌混和 

生育期 

但し最終培

土まで 

株元散布 

キャベツ 

ｺﾅｶﾞ 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 
1箱または 

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊 
(約30×60cm、 

使用土壌 
約1.5～4L) 
当り 50g 

育苗期後半 
～定植当日 

本剤の所定量を

ｾﾙ成型育苗 

ﾄﾚｲまたは 

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上

から均一に散布

する 

4 回以内 

(定植時までの

処理は 1 回以

内、定植後の処

理は 3 回以内)  

1g/株 
育苗期後半 
～定植時 株元散布 

はくさい 

ｺﾅｶﾞ 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 
1箱または 

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊 
(約30×60cm、 

使用土壌 
約1.5～4L) 
当り 50g 

育苗期後半 
～定植当日 

本剤の所定量を

ｾﾙ成型育苗 

ﾄﾚｲまたは 

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上

から均一に散布

する 

ｺﾅｶﾞ 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

1g/株 
育苗期後半 
～定植時 株元散布 

ブロッコリー 

ｺﾅｶﾞ 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 
1箱または 

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊 
(約30×60cm、 

使用土壌 
約1.5～4L) 
当り 50g 

育苗期後半 
～定植当日 

本剤の所定量を

ｾﾙ成型育苗 

ﾄﾚｲまたは 

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上

から均一に散布

する 

ｺﾅｶﾞ 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

ｱｵﾑｼ 

1g/株 
育苗期後半 
～定植時 株元散布 

レタス 

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 
1箱または 

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊 
(約30×60cm、 

使用土壌 
約1.5～4L) 
当り 50g 

育苗期後半 
～定植当日 

本剤の所定量を
ｾﾙ成型育苗 
ﾄﾚｲまたは 

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上
から均一に散布

する 

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
1g/株 

育苗期後半 
～定植時 

株元散布 



（つづき） 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 

使用 
時期 

本剤の 
使用 

回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ

を含む農薬の総

使用回数 

トマト 
ﾈｷﾘﾑｼ類 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

1g/株 
育苗期後半 

～定植時 
1 回 株元散布 

4 回以内 

(定植時までの

処理は 1 回 

以内、散布は 

3 回以内) 
きゅうり ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

なす 
ﾈｷﾘﾑｼ類 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

3 回以内 
(定植時までの
処理は 1 回以
内、散布は 
2 回以内) 

 

【成分】 クロラントラニリプロール（通称：リナキシピル）0.5% 

  鉱物質細粒等 99.5% 

 

【性状】 類白色細粒 

 

 

 

効果・薬害等の注意 

●本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意し、とくに初めて使用する場

合は、病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましいです｡ 

 

安全使用上の注意 

● 蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉にはかからないようにしてください。 

● 散布の際は手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用して薬剤が皮ふに付着しないよう注意してくださ

い。 

● 水産動植物(甲殻類)に影響を及ぼすおそれがあるので、河川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意し

て使用してください。 

● 空袋等は水産動植物に影響を与えないよう適切に処理してください。 

● 直射日光をさけ、なるべく低温で乾燥した場所に密封して保管してください。 

 

 

 
 

 

殺虫剤分類 28 

●ラベルをよく読んでください。 

●記載以外には使用しないでください。 

●小児の手の届くところには置かないでください。 

●空袋は圃場などに放置せず、環境に影響のないよう適切に処理してください。 

 

 

●防除日誌を記帳しましょう。 

 


